
（様式２） No.１ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年８月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

市長公室 政策調整室

付議区分 予 定

付議事項 市長と筑波大学学生との懇談会について

事案要旨 １ 目的

筑波大学の学生に市政概要を説明するとともに，提案や要望等を聞き市政

に反映させる。

２ 懇談会の概要

(1) 市長による市政概要の説明

(2) 市長等と学生による懇談（市政への提案，要望等）

※司会は市職員１名，学生１名の２名で行う。

３ 開催日時及び開催場所

平成25年９月27日（金）午後５時30分～午後７時

筑波大学 第１エリアＡ棟食堂

４ 参加者

・筑波大学 学生約80名（全代会構成員）

・つくば市 市長，両副市長，教育長

市長公室長，総務部長，企画部長，教育委員会事務局長

筑波大学出身職員若干名

※全代会とは，全学学類・専門学群代表者会議の略であり，全学生の代

表者組織



（様式２） No.２ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年８月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

企画部 企画課

付議区分 予 定

付議事項 筑波研究学園都市50周年記念事業 キャラクターデザイン募集について

事案要旨 １ 趣旨

筑波研究学園都市の建設が閣議了解されてから，平成25年９月10日で50

周年を迎える。この50周年を機に，多くの研究機関が集まり，最先端の科

学技術を有する研究学園都市“つくば”の魅力を全国に向けて発信するこ

とのできるキャラクターデザイン及び名称を募集するものである。

２ 募集テーマ

・研究学園都市“つくば”を連想させるもの

・研究学園都市“つくば”のＰＲができるもの

・研究学園都市“つくば”のイメージ向上につながるもの

３ 応募締切

平成25年９月30日（月）17：00必着

※応募方法等詳細は別添募集要項を参照

４ 審査発表

選考委員会において最優秀作品（１点）及び優秀作品（２点）を決定し，

11月に市ホームページ等で公表する。



（様式２） No.３ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年８月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

教育委員会事務局 文化財課

付議区分 予 定

付議事項 平沢官衙遺跡歴史ひろば開園10周年記念巡回企画展・講演会の開催について
ひらさわか ん がい せ き

事案要旨 平沢官衙遺跡歴史ひろばの開園10周年，常陸国風土記1300年及び筑波研究
ひ た ちのくに ふ ど き

学園都市50周年を記念して，巡回企画展と講演会を開催する。

１ 巡回企画展「古代つくばの郡役所―よみがえる官衙遺跡―」

会期１：平成25年９月25日(水)～10月20日(日)・市役所１階情報コーナー

会期２：平成25年10月27日(日)～11月24日(日)・出土文化財管理センター

会期３：平成25年11月29日(金)～12月24日(火)・桜歴史民俗資料館

※ 開催時間，休催日，その他詳細は企画概要とチラシを参照。

２ 常陽銀行からの平沢官衙遺跡模型の寄贈式 ※式後に展示解説

日時・会場：９月25日(水)14:00～・市役所１階情報コーナー

３ 講演会「筑波国造と平沢官衙遺跡」
つ く ばこくぞう

日時・会場：10月19日（土）13:30～15:30・市役所201会議室

講 師：茨城大学人文学部准教授 田中裕氏
た な かゆたか

定 員：約150名（当日受付・参加費無料）



（様式２） No.４ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年８月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

国際戦略総合特区推進部 科学技術振興課

教育委員会事務局 教育総務課

付議区分 報 告

付議事項 イノベーションフォーラムinつくば2013の開催結果について

事案要旨 １ 趣旨
筑波研究学園都市建設閣議了解50周年を記念し，全国の高校生をつくばに

招き，「イノベーションフォーラムinつくば2013」を開催した。
２ 主催

茨城県，茨城県教育委員会，つくば市，つくば市教育委員会，日本経済新
聞社（第２部は企画協力）

３ 内容
第１部「日経エデュケーションチャレンジ2013」
概 要：江崎玲於奈博士及び米倉誠一郎氏による講演や第一線で活躍する

企業人，研究者が高校生に“生きた授業”を実施した。
開催日：平成25年８月20日（火）12:20～17:30
会 場：つくば国際会議場
協賛企業：インテル，オムロン，クラリオン，クレディセゾンほか
来場者数：1,180人（海外からの参加を含む。）

第２部「つくばサイエンスクエスト」
概 要：４，５名ずつ46チーム編成。ミッションが与えられた後，大学・

研究機関を訪問し，科学者とのやりとりから学んだ事項を基に
ミッション解決に資する独創的な提案発表をした。

開催日：平成25年８月21日（水）研究施設への訪問，グループワーク
22日（木）プレゼンテーション

会 場：つくば国際会議場
訪問機関：高エネルギー加速器研究機構，産業技術総合研究所，筑波大

学，農研機構 食品総合研究所,物質・材料研究機構
参加者：212人

４ その他
(1) 開・閉講式の様子等についてHPから公開
(2) 本市独自の取組 ・

１日目：市の紹介，総合特区の事業内容や研究者の写真を展示。参加高
校生をつくば駅から会場まで搭乗型ロボットにより案内

２日目：参加高校生に農研機構が開発した小麦品種（ユメシホウ）を用
いたパンを提供



（様式２） No.５ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )
平成25年８月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名
経済部 観光物産課

付議区分 報 告

付議事項 まつりつくば2013の報告について

事案要旨 １ 開催日時 平成25年８月24日（土）～25日（日）
２ 主 催 つくば市・まつりつくば実行委員会
３ 開催場所 つくばセンター広場及び周辺各会場
４ 来場者数 45万人(24日（晴)22万人，25日（曇一時小雨）23万人）

※ H24：49万人(前夜祭：3万人)，H23：44万人，H22：49万人
５ 事業内容

つくば市最大の夏まつりとしてまつりつくば2013は，33回目を迎え，「筑
波研究学園都市50周年記念事業」をテーマに開催した。天候にも恵まれ，中
央公園のアートタウン大道芸やセンター広場，パレード会場のイベントなど
行われ，２日間で45万人の来場者でにぎわった。
特に今年は，ノバホールを会場に，筑波研究学園都市50周年記念特別企画

を開催し，航空写真・地図・映像を活用し，50年の変遷をわかりやすく特別
展示したほか，１日目は，科学の街探訪としてつくばの着ぐるみやバーチャ
ルツアー・宇宙をテーマにしたJAXAの講演・映画『宇宙兄弟』の上映等，２
日目は，ロボットスーツHALの実演・筑波大学山海先生と産業技術総合研究
所梶田先生をお迎えしたロボットの講演・ロボジーの上映が行われ，2日間
で約5,000人が来場した。
(1) 飲食品取扱店舗向け対応
ア 保健所による食中毒対策として，飲食品取扱店舗に対する現地指導を

実施
イ 消防署による火気安全対策等強化指導による消火器設置など，飲食品

取扱店舗における安全対策強化を実施
(2) 警備体制の強化

事前に避難訓練を実施し，不測の事態の対応策，連絡体系の充実を図
った。

(3) 救護所対応(救護所処置22件，救急搬送4件，熱中症1名)
(4) 広報ＰＲ対策

ア ホームページ開設，ＡＣＣＳ協力によるライブ放映
イ いばキラＴＶ放送，ＡＣＣＳ特別番組，ラジオつくば特別番組

(5) 交通対策
ア ＴＸ往復割引切符（研究学園駅からつくば駅間往復）200円
イ つくバス１日乗車券通常500円のところ300円



（様式２） No.６ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年８月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

消防本部 予防広報課

付議区分 報 告

付議事項 まつりつくば2013に出店した屋台等に対する特別査察の実施結果について

事案要旨 １ 目的

京都府福知山市の花火大会会場で発生した火災を踏まえ，多数の観客が

集まる「まつりつくば」での類似火災等の発生を未然に防止するため

２ 日時

平成25年８月24日（土） 10時00分から12時00分

３ 査察対象

まつりつくば2013会場内のセンター広場，アートタウン，ふれあい広場,

街商エリアの屋台等（378店舗）

４ 実施内容

消防職員20名（１班２名）が別添消防庁作成チラシを個別に配布すると

ともに，ガソリンの保管場所，給油方法，消火器の設置状況その他火災予

防上の留意事項について現地指導をした。
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